
博 士 （ 経 済 学 ） 栗 田 健 一

学 位 論 文 題 名

地域通貨プロジェクトの効果と課題

―学際的アプローチに基づく地域コミュニテイ活性化の評価と考察―

学位論文内容の要旨

本論文は，地域通貨プロジェクトの効果と課題を、学際的アプローチ（経済思想史、心理学、社会学、政策評
価学、人類学）により評価、考察することを試みた。先行研究史の中には、地域通貨プロジェクトの効果と課題を
評価、考察しようとしたものも存在する。ただ既存の研究は、地域通貨プロジェクトが住民の価値・意識・行動や
生活満足度を変容させ、地域コミュニティに活カを与えることに成功したのかどうかという効果の問題について十
分に取り組んでこなかった。このような課題を克服するため、本論文は、べースラインデータと実験終了後のデー
タを照らし合わせ、地域通貨の導入効果や課題を評価、考察していく調査スキームを採用した。その際、本論文
では、主に5つの観点から地域住民の変容を探った。5つの観点とは、1）地域通貨の理解度、受容意識、2）組
織問の連携意識、3）地域コミュニティ志向、互酬性感覚、4）商店街に対する意識、行動、5）生活満足度の変
容である。
  考察の結果、地域通貨に対する住民の反応に重要な特徴が見られることが明らかにされた。第1に、報酬とし
ての地域通貨は、どのボランティア活動においても割と偏りなく評価されていることが明らかにされた。このことか
ら地域住民は、地域通貨を無償、粗品寄りでも現金、商品券・金券寄りでもない、中立的な立場の報酬として位
置づけ、認識していると結論づけることができた。第2に、地域住民は地域通貨を同じように解釈するわけではな
く、無償志向レベルにより異なる反応を示すという事実が明らかにされた。地域住民は、無償志向レベルに従い
地域通貨を多様に評価、解釈していることが明らかにされたのである。さらに考察を進め、異なる無償志向レベ
ルの地域住民は、どのような属性を持ち、どのような人間関係を形成しているのだろうかという問題を検討した。
分析の結果、無償志向レベルの強い地域住民は、年齢がやや高く、居住年数が短く、人間関係がやや希薄で
あるということが明らかにされた。彼らは、地域コミュニティに古くから居住し、濃い人間関係を形成しているグル
ープではぬかった。また彼らの報酬観に、ポランティア感情が大きな影響を与えている可能性も示唆された。以
上の考察から、本論文は地域通貨の流通を拡充していくための重要なインプリケーションを導きだしたのだった。
すなわち地域通貨は、報酬観により受容されるか否か判断されるので、多様な人々の異なる報酬観を前提にし
た制度設計が必要になるということが主張された。
  地域住民の価値・意識・行動、生活満足度の変容についても、様々な知見を得ることができた。第1に、地域
通貨プロジェクトにより、連携意識を強化した福祉系組織が存在することが明らかにされた。この結果は、地域通
貨プロジェクトの大きな効果として評価できるということが主張された。第2に、ベースラインにおける地域コミュニ
ティ志向の程度は、地域通貨利用の有無に影響を与えず、地域通貨利用の有無は、地域コミュニティ志向の変
容に大きな影響を与えていない、ということが明らかにされた。っまり地域通貨は、地域コミュニティ志向の改善に
短期的には貢献しなかったのである。同時にべースラインにおける互酬性感覚の程度は、地域通貨利用の有無
に影響を与えている可能性が高いものの、地域通貨利用の有無が、互酬性感覚の変容に大きな影響を与えるこ
とはない、ということが明らかにされた。っまりべースラインに韜いて、互酬性感覚が強い傾向を示すグループは、
地域通貨を利用するものの、元々感覚が強いため、実際に利用したとしても大幅に感覚を上昇させることはな
い。対照的にべースラインにおいて互酬性感覚がやや弱いグループは、地域通貨を利用しないため、結果的と
して互酬性感覚を強める機会を逸してしまうのである。第3に、地域通貨は、人々の消費行動を変容させる効果
を持っということが明らかにされた。特に重要なのは、従来商店街に疎遠であった人も、地域通貨を手にすること
により、商店街に足を運ぶ可能性があるという点であった。また元々商店街に対して厳しい見方をしていた人は、
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地域通貨を利用することにより、その評価を変容させる可能性がある。以上の効果は、売上に直接反映されるも

のではないものの、商店街と住民の関係の在り方を再編し、商店街活性化のための土台を構築することにっな

がるものと評価された。第4に、地域通貨は、利用の有無に関わらず、総合生活満足度を短期的（すなわち9か

月間という実験期間）には上昇させないということが明らかにされた。ただし特定の個別生活満足度に関しては、

満足度の初期値が低いグループに限って、上昇することが確認された。特定の項目とは、商店街、街灯設備、ま

ち全体の景観である。これらの項目に関しては、地域通貨プロジェクトカS、率先して改善を目指してきたのであっ

た。地域通貨は、評価の低かった項目全てを改善する魔法の道具ではないものの、改善が目指された項目に関

し て 重 点 的 な 対 策 を 採 れ ば 、 人 々 の 満 足 度 を 変 容 さ せ 得 る と い う こ と が 明 ら か に さ れ た 。
  以上の分析結果を踏まえ、本論文では、プロジェクトの効果や課題は、地域住民の立場により異なり、多様性

に富むということが強調された。大切なのは、多種多様な効果や課題を細かく抽出し、地域通貨が地域コミュニテ

イに与える多様な影響を豊かに描き出すことである。このような作業を踏むことにより、地域通貨プロジェクトを実

践している現場に対しても有益な情報を提供することができる。地域住民の多様性に目をっぶり、効果の有無だ

けでプロジェクトの成否を判断してしまうと、地域通貨プロジェクトの発展可能性は狭められてしまう。多様ぬ反応

の中から、プロジェクトを発展させていくことのできる要素をっかみ取り、活かしていく必要があるということが強調

された。
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主査  教授  西部  忠

副査  教授  草郷孝好（関西大学社会学部）

副査  准教授  吉地  望（旭川大学経済学部）

学 位 論 文 題 名

地域通貨プロジェクトの効果と課題

一学際的アプローチに基づく地域コミュニテイ活性化の評価と考察―

  本論文(A4版全195頁，序章，第1章ー第7章，終章，補論，巻末資料，参考文献を含む）は，地域通貨
プロジェクトの地域コミュニテイ活性化効果を学際的アプ口ーチにより分析・評価し，そこに残された課題
を考察しようとする試みである，
  先行研究として，地域通貨プロジェクトの経済的効果やその課題を検証したものは存在するが，地域通貨
プロジェクトが地域住民の価値・意識・行動や生活満足度を変容させることで，地域コミュニテイを賦活す
る効果やそれともなって生じる課題について検証した研究は国内外にほとんど存在しない，よって，本論文
は，地域通貨のコミュニテイ活性化効果を評価するため，地域通貨の導入が人々の意識や行動をいかに変容

させたかを検証することを目的として設定した，具体的な分析方法は，アンケート調査によりべースライン
データと実験終了後のデータを入手し，地域通貨の導入前後の両デ一夕を比較することで，コミュニテイ活
性化の効果を評価するというものである．その際，1）地域通貨の理解度，受容意識，2）組織間の連携意
識，3）地域コミュニテイ志向，互酬性感覚，4）商店街に対する意識，行動，5）生活満足度の変容という
5つの視点から地域住民の意識や行動における変容を観察した．本論文は，経済学がこれまで研究対象とし
てこなかったコミュニテイを分析し，地域住民の多様性を視野に入れた研究を進めるために，経済学だけで
なく，社会心理学，社会学，政策評価学，人類学などの知見を応用した学際的アプローチを採用している，
  第1章では，地域通貨の一般的特徴と思想史・実践史を概観し，本論文が地域プロジェクトの実験対象地

として取り上げた東京都武蔵野市における地域通貨「むチュー」の特徴や他の地域通貨との異同など，本調
査分析の背景を明らかにしている．
  第2章では，ポールズ＝ギンタスやK．ポランニーの議論に依拠して，ガヴァナンスという観点からコミュ
ニテイを国家や市場と比較分析し，コミュニテイが非匿名性と永統的関係性により特徴付けられることを示
した．また，社会心理学や人類学の知見を参考に，貨幣や市場の拡大が個人主義と利己主義を助長する結
果，連帯感情や互酬性感覚が破壊されると述べている．かくして，地域通貨がコミュニテイを特徴づけるこ
うした特性を醸成できるのかどうかを評価することが本論文の課題として設定される．
  第3章では，地域通貨の実証研究の歴史をサーベイし，地域住民の意識や行動の変容を調査した先行研究
成果がないことを確認した上で，第4章から第7章で，本論文の調査手法の解説やプロジェクトの内容を説
明し，地域通貨「むチュー」の効果と課題の検証を行っている，
  分析の結果，地域通貨に対する住民の反応にいくっかの興味深い特徴が見られた．まず第1に，報酬とし
ての地域通貨はどのボランテイア活動においても偏りなく評価されている．地域住民は地域通貨を無償，粗
品とも，現金，商品券・金券とも異なる，中立的な報酬対価として認識している．第2に，地域住民は地域
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通貨を同一に解釈するのではなく，ボランテイア活動に対する無償志向レベルによって異なる反応を示す．

特に無償志向が強い地域住民は，特定のポランティア活動の対価として地域通貨を授受することに消極的で

ある．さらに，無償志向レベルの強い地域住民は，年齢がやや高く，居住年数が短く，人間関係がやや希薄

であるとしゝった属性を持っている．彼らは地域コミュニティに古くから居住し，濃い人聞関係を形成してい

るグループには属していない．ボランテイア感情が彼らの報酬観に大きな影響を与えているのである．

  以上の考察より，栗田氏は地域通貨の流通を拡大していくための重要なインプリケーションを導き出して

いる．すなわち，地域通貨は報酬観に基づしゝて受容の是非が判断されるので，多様な地域住民の異なる報酬

観を前提にした制度設計が必要になるという点である，

  本論文は，地域住民の価値・意識・行動，生活満足度の変容についても，様々な知見を得ている．第1

に，地域通貨プロジェクトにより，連携意識を強化した福祉系組織が存在する，これは，地域通貨プロジェ

クトの活性化効果のーつとして評価されている．

  第2に，ベースラインにおける地域コミュニティ志向の程度は地域通貨利用の有無に影響を与えないだけ

でなく，地域通貨利用の有無も地域コミュニテイ志向の変容に大きな影響を与えてレゝないということが明ら

かにされた．っまり，地域通貨は地域コミュニティ志向の改善につレゝて短期的には（9か月間という実験期

間では）貢献していなしゝ．同時に，べースラインにおける互酬性感覚の程度は，地域通貨利用の有無に影響

を与えている可能性が高いが，逆に，地域通貨利用の有無が互酬性感覚の変容に大きな影響を与えることは

ないことが明らかにされた，っまり，ベースラインにおいて，互酬性感覚が強い傾向を示すグループは地域

通貨を利用するものの，元々感覚が強いため実際に利用したとしても大幅に互酬性感覚を上昇させることは

ない．これと対照的に，ベースラインにおいて互酬性感覚がやや弱いグループは地域通貨を利用しないた

め，結果的として互酬性感覚を強める機会を逸してしまうこともわかった，

  第3に，地域通貨は人々の購買行動を変容させる効果を持つ，特に重要なのは，従来商店街に疎遠であっ

た人も，地域通貨を手にすることにより商店街に足を運ぶ可能性があるということだ，また元々商店街に対

して否定的だった人も，地域通貨を利用することにより評価を変容させる可能性がある．以上の効果は，売

上に直接反映されるものではないものの，商店街と住民の関係の在り方を再編し，商店街活性化のための土

台を構築することにっながるものと評価されている．

  第4に，地域通貨は，利用の有無に関わらず，総合生活満足度はを短期的に上昇させていない．ただし，

商店街，街灯設備，まち全体の景観など特定の個別生活満足度に関しては，満足度の初期値が低いグループ

に限って上昇した．これらの項目に関しては，地域通貨プ口ジェクトが率先して改善を目指したものであっ

た，地域通貨は，評価の低かった項目全てを改善する魔法の道具ではないものの，改善の目指された項目に

関しては地域住民の生活満足度を変容させうることがわかる．

  以上の分析結果を踏まえて，本論文は，プロジェクトの効果や課題は地域住民の立場により異なり，多様

性に富むという点を強調している．重要なのは，多種多様な効果や課題を細かく抽出し，地域通貨が地域コ

ミュニテイに与える多様な影響を豊かに描き出すことである，このような作業を通過することにより，地域

通貨プロジェクトを実践している現場に対しても有益な情報を提供することができる．地域住民の多様性に

目をっぶり，経済効果の有無だけでプロジェクトの成否を判断してしまうと，地域通貨プロジェクトの発展

可能性は狭められてしまう．多様な反応の中から，プロジェクトを発展させてレゝくことのできる要素をつか

み取り，活かしていく必要があるとしゝうことを強調した．

  本論文は，当初の課題である地域通貨のコミュニティ活性化効果を顕著なものとして示すことはできなか

ったものの，参加主体の互酬感覚や報酬観などのコミュニティ感覚が地域通貨の授受を決定するという興味

深い知見を得ており，これは今後の地域通貨の制度設計に生かしうる．残された課題として，1）地域通貨
の経済的効果とコミュニテイ活性化効果の総合的評価，2）本論文のアンケート調査に加え，参加者へのイ

ンタピューやグループディスカッションによる補完，3）フイールド実験の対象地を広げることによる，結

論の妥当性の再確認，4）研究成果のフイードパック方法や住民参加の枠組みの再考，等が挙げられる，

  しかしながら，本論文は，経済学・経済思想・社会学など多分野の文献・論文の渉猟だけでなく，地域通

貨の制度設計のアドパイス，運営者との協議，アンケートの作成と配布などのフイールドワーク，一次デー

タの取得と加工，統計的検定による分析と考察など，極めて広範囲の科学的な知識と技能，情熱とコミット
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メントが結実して初めて達成された労作であり，学際的な研究成果である．商店街で実際に運営される地域
通貨プロジェクトはある種の社会実験であり，研究者がそこにアクテイプに関わりながら，その効果を客観

的に分析するという評価方法も独自である，
  このように本論文の研究成果のみならず，研究調査手法をも高く評価し，審査員会は本論文が本経済学研
究 科 の 課 程 博 士 （ 経 済 学） の 学 位 を 授 与 す る に 値 する と 全 会 一 致 で 判 定 し た ，
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